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平成27年 教育委員会第４回定例会 会議録 

 

  日 時  平成27年３月10日（火）        午後３時01分～午後５時04分 

  場 所  教育委員会室 

 

議事日程 

第 １ 議案 

    【文化スポーツ課】 

    （１）『議案第12号』千代田立図書館条例施行規則の一部を改正する規則 

    （２）『議案第13号』千代田区指定文化財の指定 

【指導課】 

    （１）『議案第14号』人事案件【秘密会】 

第 ２ 協議 

    【子ども総務課】 

    （１）千代田区教育委員会会議規則等の一部を改正等する規則 

    （２）千代田区教育委員会の権限委任に関する規則の一部を改正する規則 

    （３）千代田区教育委員会傍聴規則の一部を改正する規則 

    （４）千代田区教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

    （５）千代田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の一部を

改正する規則 

    【子ども支援課】 

    （１）千代田区立幼稚園使用条例施行規則の一部を改正する規則 

    【指導課】 

    （１）千代田区教育研究専門員の設置等に関する規則の一部を改正する規則 

    （２）幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改正する規則 

    （３）幼稚園教育職員の地域手当に関する規則の一部を改正する規則 

    （４）幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則 

第 ３ 報告 

    【子ども総務課】 

    （１）千代田区次世代育成支援計画（素案）意見公募の実施結果 

    （２）平成27年度第１回区議会定例会報告 

    （３）区立保育園卒園式・各学校卒業式及び入学式等 

    【子ども支援課】 

    （１）千代田区保育施設等運営基準条例施行規則の制定 

    （２）地域型保育事業 認可・確認予定 

    【指導課】 

    （１）平成26年度 指導課事業評価 

第 ４ その他 

    【子ども総務課】 

    （１）教育委員会行事予定表 
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    （２）広報千代田（３月20日号）掲載事項 

    （３）西神田コスモス館の火災 

    （４）国内都市派遣研修（佐賀県武雄市）報告 

    （５）川崎市中学一年生殺害事件を受けて 

 

 出席委員（４名） 

 教育委員長  近藤 明義 

 教育委員長職務代理者  中川 典子 

 教育委員  古川 紀子 

 教育長  島崎 友四郎 

 

 出席職員（12名） 

 子ども・教育部長  高橋 誠一郎 

 次世代育成担当部長  大矢 栄一 

 参事（子ども健康担当）  田中 敦子 

 子ども総務課長  村木 久人 

 副参事（特命担当）  大井 良彦 

 子ども施設課長  辰島  健 

 子ども支援課長  北村 雅克 

 子育て対策担当課長  加藤 伸昭 

 児童・家庭支援センター所長  恩田 浩行 

 学務課長  伊藤  司 

 指導課長  佐藤 興二 

 図書・文化振興担当課長  柳  晃一 

 

 欠席委員（０名） 

 

 欠席職員（０名） 

 

 書記（２名） 

 総務係長  久保 俊一 

 総務係員  田口 有美子 

 

近藤委員長  開会に先立ち、傍聴者から傍聴申請があった場合は、傍聴を許可すること

としますので、ご了承ください。 

 ただいまから平成27年教育委員会第４回定例会を開会します。 

 本日、辰島子ども施設課長、所用のため遅参いたします。 

 今回の署名委員は、古川委員にお願いいたします。 

 本日の議事日程はお配りしてあるとおりですが、第１、議案、指導課分、
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（１）議案第14号、人事案件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第13条第６項ただし書きの規定に基づき非公開としたいので、その可否を求

めます。 

 賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

近藤委員長  それでは、全員賛成でございます。それでは、非公開とします。 

 この件につきましては非公開となりましたので、議事日程の最後に、関係

者以外退席をして行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◎日程第１ 議案 

     文化スポーツ課 

     （１）『議案第12号』千代田立図書館条例施行規則の一部を改正する規則 

     （２）『議案第13号』千代田区指定文化財の指定 

 

近藤委員長 

 

 それでは、日程第１、議案に入ります。 

 議案第12号、千代田区立図書館条例施行規則の一部を改正する規則につい

て、図書・文化振興担当課長より説明を願います。 

図書・文化振興担当課長  議案第12号、千代田区立図書館条例施行規則の一部を改正する規則でござ

います。 

 本件につきましては、２月24日、当教育委員会におきまして協議をさせて

いただいたものでございます。千代田区立図書館の附帯施設の利用手続の見

直しに伴い、関連する規定の一部を改正するものでございます。 

 原案のとおり議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

近藤委員長  よろしいですか。 

 前回お話をいただいて、簡単に質問、お答えがあったと思います。 

 いかがでしょうか。何かございますか。特に追加での質問はございません

か。 

 （な し） 

近藤委員長  特にないようですので、議案第12号について採決をします。 

 賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

近藤委員長  全員賛成につき、議案第12号を決定することとします。 

 続きまして、議案第13号、千代田区指定文化財の指定について、図書・文

化振興担当課長より説明を願います。 

図書・文化振興担当課長  議案第13号、千代田区指定文化財の指定でございます。 

 本件につきましても、２月24日、当教育委員会におきまして協議をさせて

いただきました。本件は、平成27年度の文化財指定ということでございまし

て、本年２月９日開催の千代田区文化財保護審議会におきまして、平成27年

度指定文化財の指定として適当である旨の答申を受けたため、議案という形

でご審議をさせていただくものでございます。 
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 今回は２件の指定物件がございます。 

 １件目は有形文化財（歴史史料）、旧道路台帳図面（麹町区・神田区）、

全部で85点、附、道路台帳路線一覧図（麹町）１点、それと、有形民俗文化

財、筆塚ということで、平河天満宮にございます筆塚でございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 ご意見やご質問いかがでしょうか。特によろしいですか。 

 （な し） 

近藤委員長  それでは、採決をしたいと思います。 

 議案第13号について採決をします。 

 賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

近藤委員長  全員賛成につき、議案第13号を決定することとします。 

 

◎日程第２ 協議 

     子ども総務課 

     （１）千代田区教育委員会会議規則等の一部を改正等する規則 

     （２）千代田区教育委員会の権限委任に関する規則の一部を改正する規則 

     （３）千代田区教育委員会傍聴規則の一部を改正する規則 

     （４）千代田区教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

     （５）千代田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の一部

を改正する規則 

     子ども支援課 

     （１）千代田区立幼稚園使用条例施行規則の一部を改正する規則 

     指導課 

     （１）千代田区教育研究専門員の設置等に関する規則の一部を改正する規則 

     （２）幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改正する規則 

     （３）幼稚園教育職員の地域手当に関する規則の一部を改正する規則 

     （４）幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則 

 

近藤委員長  それでは、日程第２、協議に入ります。 

 子ども総務課分が全部で５件ございます。 

 １番目が、千代田区教育委員会会議規則等の一部を改正等する規則、２つ

目が、千代田区教育委員会の権限委任に関する規則の一部を改正する規則、

３つ目、千代田区教育委員会傍聴規則の一部を改正する規則、４つ目が、千

代田区教育委員会公印規則の一部を改正する規則です。この４つを一括して

子ども総務課長より説明を願います。 

子ども総務課長  それでは、子ども総務課からの協議事項、４件まとめてご説明させていた

だきます。 

 本日、資料、ホチキスどめのものを一部おつけしてございます。この１枚
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目のところに、「千代田区教育委員会会議規則等の一部改正等について」と

いうことでタイトルがついているものでございます。 

 こちら、４件の改正理由でございますが、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法律の施行に伴いまして、教育委員会規則につ

いての改正をする必要があるためでございます。 

 次に、改正内容についてですが、まず、（１）千代田区教育委員会会議規

則についてです。こちらにつきましては、まず、①今回の地教行法の改正に

伴いまして、教育長職が廃止され、教育長が新たに教育委員会の代表として

位置づけられることになります。この変更に伴い、必要な改正を行うもので

ございます。 

 ②教育長が教育委員会の代表となることに伴いまして、各教育委員から教

育委員会の会議の招集の請求ができるように、新たに法律の規定が設けられ

ました。これに伴いまして、必要な規定を設けるものです。 

 ③今回の地教行法の改正により、議事録の作成、公表の努力義務が定めら

れました。千代田区の教育委員会におきましては、既に議事録を作成し、公

表しているところでございますが、これについても、規則上明確に規定した

いということで、今回改正を行うものです。 

 ④教育長の職務代理者を委員から指名することになることから、その手続

を定めます。現在、教育長の職務代理者につきましては、事務局の職員が職

務を代理すべき吏員ということで、規則上定められておりますが、新たな改

正後の地教行法におきましては、教育長の職務代理者は教育委員の中から指

名することになりますので、この手続を新たに規定いたします。 

 ⑤法改正に伴いまして、法を引用している部分について、条ずれが生じて

おりますので、それについて整理を行うものです。 

 ⑥職務代理者が行う職務のうち、具体的な事務の執行等、職務代理者がみ

ずから事務局を指揮監督して事務執行を行うことが困難である場合に、その

職務を事務局職員へ委任できるように定める改正を行うものです。職務代理

者は、従来の職務を代理すべき吏員の指定に関する規則に定められた区の職

員ではなく、教育委員の中から選ばれることから、日常的に教育委員会の事

務を行うことが難しいケースも出てきます。そこで、あらかじめ具体の事務

執行等、自ら行うことが困難である場合には、その職務を事務局職員に委任

できるような形で事務の円滑な執行ができるよう定めるものでございます。 

 次に、（２）千代田区教育委員会教育長の職務を代理すべき吏員指定に関

する規則でございます。こちらにつきましては、ただいま申し上げましたよ

うに、現在は教育長が職務を遂行できない場合に、代理すべき吏員といたし

まして、子ども・教育部長が指定されてございます。ただ、今回の改正に伴

いまして、教育長の職務代理者は、事務局職員ではなく、教育委員から選ば

れることとなるため、この規則は廃止いたします。 

 なお、この廃止は、先ほどの千代田区教育委員会会議規則の附則の中で廃

止を決定いたしますので、今回新たな規則改正としては、項目は挙げており
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ません。 

 次に、（３）千代田区教育委員会の権限委任に関する規則です。こちらに

つきましては、改正地教行法によりまして、教育長が委任された事務の管理

執行状況を報告するという規定が新設されたことに伴いまして、報告につき

まして、規則上にも規定するものでございます。また、改正による条ずれが

生じたことに伴いまして、引用条文等の改正を行います。 

 次に、（４）千代田区教育委員会傍聴規則の改正です。こちらも、委員長

職の廃止並びに教育長の位置づけの変更に伴いまして、必要な改正を行うも

のです。 

 （５）千代田区教育委員会公印規則の改正でございます。こちらにつきま

しては、教育委員長の職が廃止されたことに伴いまして、委員長印を廃止す

るものです。 

 施行日は、いずれも平成27年４月１日からですが、改正規則の施行の際、

改正法附則第２条第１項の規定の適用のある場合は、同項の規定の適用があ

る間、改正後の各規則の規定は適用せず、改正前の規則が、なおその効力を

有する旨の経過措置を規定いたします。 

 これはどういうことかと申しますと、改正地教行法によりますと、現在の

教育長の任期中は旧法の規定が適用されることになっておりますので、その

旧法の規定が適用される間につきましては、先ほど申し上げました各改正規

則につきましても、従前の規定をそのまま適用するという経過措置を置く、

そういった意味でございます。 

 ご説明につきましては、以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。ご質問等ございますか。 

 （な し） 

近藤委員長  特に、この時点でなければ、またお気づきになったところで出していただ

いても結構だと思います。 

 それでは、この件については改めて議案として提出し、決定することとし

たいと思います。お願いいたします。 

 続いて、千代田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の

一部を改正する規則について、子ども総務課長より説明を願います。 

子ども総務課長  それでは、子ども総務課からの協議事項（５）千代田区教育委員会の権限

に属する事務の委任等に関する規則の一部を改正する規則についてでござい

ます。 

 本日、資料を一部おつけしてございます。こちらの資料をご覧ください。 

 １番に改正理由とございますが、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用に関する法律、いわゆるマイナンバーと言われている、こ

ちらの法律の施行に伴いまして、教育委員会が実施いたします特定個人情報

保護評価の評価書を特定個人情報保護委員会へ提出し、また、公表する必要

がございます。これらの事務につきましては、事務の効率化を図る観点か
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ら、区長の補助機関である職員に補助執行させるため、教育委員会の権限に

属する事務の委任等に関する規則の一部を改正いたしまして、こちらの番号

法に規定されております特定個人情報保護評価の事務について、区長部局へ

補助執行をお願いするという内容でございます。 

 施行日は、公布の日からということになります。 

 こちら、資料を１枚めくっていただきますと、裏側に、先ほどの番号法と

言われていますマイナンバー制度について、概略を記載させていただいてお

ります。こちらにつきましては、平成27年10月から、住民の方一人一人に12

桁のマイナンバー、個人番号が通知されます。また、平成28年１月から、こ

の番号を社会保障、税、災害対策等の行政手続で利用いたします。教育委員

会の関係でも、児童手当等、そういったものの中でこの番号を利用していき

ますので、それに伴いまして、番号法に従った手続が必要となるということ

で、今回の規則改正を行うものでございます。 

 ご説明は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 非常に難しい中身だなと思いますけれども、新しいことだからそう思うん

でしょうかね。 

 ご質問等ありましたら、お願いいたします。特によろしいでしょうか。 

 （な し） 

近藤委員長  これも、ご覧いただいて、また何かご質問でもあれば、担当に出していた

だきたいと思います。 

 この件についても、改めて議案として提出し、決定することとします。 

 先へ進んでまいります。 

 続いて、千代田区立幼稚園使用条例施行規則の一部を改正する規則につい

て、子育て対策担当課長より説明を願います。 

子育て対策担当課長  それでは、資料に基づきまして、幼稚園使用条例の施行規則の一部を改正

する規則についてご説明させていただきます。 

 この施行規則の改正ですが、主には、子ども・子育ての支援新制度が始ま

ることによりまして、改正するものでございます。 

 ただ、今まで幼稚園の使用条例と、幼保一体の幼稚園でお子さんを預かる

時間帯が異なっていた部分を整理させていただきまして、資料の第２条の定

義のところで、整理をさせていただいております。 

 右側の旧を見ていただきますと、短時間保育と長時間保育という部分のみ

書かさせていただいておりましたが、新の改正後のほうを見ていただきます

と、第３項以降に、幼保一体で行っております延長保育、または預かり保

育、これは全幼稚園でやっておりますが、そういったものの定義を明確に、

こちらで位置づけさせていただいております。 

 また、第３条につきましては、幼稚園についての教育の実施といったの

を、今まで具体で位置づけていなかったところを、今回、第３条の各号で位

置づけたところです。 
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 それと、第４条で、今回、休業日というのを位置づけさせていただいてお

りますが、今まで休業日が特段、施行規則の中になかったものですので、今

回新たに位置づけをした形になります。 

 それと、１枚めくっていただきまして、第７条でございます。現況届等と

いうことで、これは長時間保育を受けているお子様につきましては、保育園

と同様、長時間保育を受けていただくといったところで、こういったものを

ご提出いただくと。これは、従来から実施していたのですが、こども園の施

行規則の中で実施していた絡みがございまして、今回こちらに改めて設けさ

せていただいたというものでございます。 

 それと、もう一つ、特徴的なものということで、３ページの第11条、預か

り保育の実施の部分でございます。これも、今まで明記をしてはいたんです

が、実施時間ということで、一応全園共通で午後４時半までという形、現在

行っているものでございますので、改めて、午後４時半までの範囲で行うと

いう形で、規定をさせていただきました。 

 また、延長保育など、そういったところが今まで特段規定がなく、こども

園の規定をそのまま準用していたのを、今回幼稚園の施行規則の中で盛り込

ませていただきまして、今回改正をお願いするということで、協議という形

で上げさせていただいたものでございます。 

 説明は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 これもいかがでしょうか。ご質問等ございますか。 

 （な し） 

近藤委員長  特になければ、先へ進んでまいります。 

 それでは、この件についても、改めて議案として提出し、決定することと

いたします。 

 続いて、幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改正する規

則、幼稚園教育職員の地域手当に関する規則の一部を改正する規則、幼稚園

教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則、３点を一括して指

導課長より説明を願います。 

指 導 課 長  委員長、指導課の協議事項４件ございまして、（１）の教育研究専門員の

設置をまずご説明させていただいてから、今、委員長お話しされた２、３、

４を一括してという流れでもよろしいでしょうか。 

近藤委員長  結構です。ちょっと私が間違えた形です。それでは、（１）千代田区教育

研究専門員の設置等に関する規則の一部改正について説明をお願いいたしま

す。 

指 導 課 長  指導課の協議事項の（１）千代田区教育研究専門員の設置等に関する規則

の一部改正についてご説明申し上げます。 

 この千代田区教育研究専門員というのは、本区の教育研究所で勤務してい

る職員のことでございます。 

 こちらの規則、一部改正する理由でございますけれども、当該規則に定め
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る専門員の任期・勤務日数及び勤務時間に関する規定を整備するものでござ

います。 

 その内容といたしましては、専門員の任用について、任期・勤務日数・勤

務時間を規定してございます。 

 １枚おめくりいただきまして、新旧対照表のほうをご覧いただけますでし

ょうか。右側が現行、左側が改正後になってございます。 

 今回、任期等につきまして書いてございますのが、第６条のところでござ

います。これまで「任期は１年とする。ただし、再任することができる」と

いうことで、特段の何年間とか何回とかという規定がございませんでした。

今回は「その任期を４回に限り更新することができる」と定めております。

更新上限を設けることで、専門員を定期的に入れかえることとなり、組織の

硬直化を防ぐことが狙いでございます。 

 また、第７条につきましては、細かく、１月につき16日の勤務日数として

ございます。 

 また、第７条の２項、勤務時間につきましても、明確に、「午前８時15分

から午後５時までの７時間45分とする」ということを明確に規定したもので

ございます。 

 なお、第３条の欠格条項につきましては、現行の第３条の（２）の下線部

にありますとおり、「禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終えるまで又は

その執行を受けることができなくなるまでの者」という規定でございました

けれども、教育に関係している者ございますので、学校教育法等で規定され

ていますように、「禁こ以上の刑に処せられた者」、それと、（４）に記載

されているように、細かく欠格条項を新たに規定したものでございます。 

 まず、１点目の協議につきましては、以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 ご質問等いかがでしょうか。特にはよろしいですか。 

 （な し） 

近藤委員長  それでは、この件については、改めて議案として提出し、決定することと

いたします。 

 先へ進んでまいります。 

 先ほどちょっと順序を間違えた形でお話ししました先ほどの３点を一括し

て、それでは、指導課長より説明願います。 

指 導 課 長  それでは、（２）、（３）、（４）を一括してご説明申し上げます。 

 こちらの規則の一部改正は、幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部改

正に伴い、規則を一部改正するものでございます。 

 給与条例につきましては、11月25日の教育委員会定例会において、原案ど

おり議決をいただいたところでございます。また、第４回区議会定例会での

議決を経て公布されたところでございます。 

 平成27年４月１日施行に係る部分の規則について、本日、教育委員会協議

事項としてご提出したものでございます。 
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 順番としましては、まず最初に、幼稚園教育職員の地域手当に関する規則

をご覧いただけますでしょうか。少し、順番が逆なのですけれども。 

 こちらは、条例改正に伴いまして、地域手当の支給割合の改正を行うもの

でございます。 

 改正概要といたしましては、地域手当の支給割合を100分の18から100分の

20に改めるというものでございます。 

 施行期日は、平成27年４月１日でございます。 

 続きまして、幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部の改正につ

いてをご覧ください。 

 改正の趣旨といたしましては、給与条例で、平成26年度間は給与が上がる

という改正を行いまして、平成27年度からは、先ほど申し上げました地域手

当が、100分の18から100分の20に改めたことにより、幼稚園教育職員の給料

表を引き下げるという改定を行ってきたところでございます。条例で改定を

させていただいております。そこで、現行の４級、園長ですけれども、管理

職手当が、最高号級の給料月額の20％を掛けたものを上回るため、改定を行

うものでございます。 

 現行は９万1,000円のものから、改正後は８万9,600円というものになるも

のでございます。 

 なお、現行の最高号級は45万6,200円掛ける20％で、９万1,240円となりま

すので、９万1,000円となっておりました。平成27年４月１日からの地域手

当の引き上げに伴って給料表を下げる改定の結果、引き下げ後、最高号級が

44万8,000円掛ける20％ということになりまして、８万9,600円となったもの

でございます。 

 最後に、３点目、幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部改正でご

ざいます。 

 こちらのほうは、条例改正にあわせて、支給月数の改正を行うという趣旨

でございます。 

 改正概要にございますように、改正後は、勤勉手当、６月期と12月期、均

等割しまして0.80と0.80というようになっております。また、管理職も同様

で、６月期1.00、12月期1.00と、以下、再任用職員についても同様に、同率

で当分に割り振りをしたものでございます。 

 説明は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 これもご質問はいかがでしょうか。よろしいですか。 

 （な し） 

近藤委員長  それでは、この件についても、改めて議案として提出し、決定することと

いたします。 

 先へ進んでまいります。 

 

◎日程第３ 報告 
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     子ども総務課 

     （１）千代田区次世代育成支援計画（素案）意見公募の実施結果 

     （２）平成27年度第１回区議会定例会報告 

     （３）区立保育園卒園式・各学校卒業式及び入学式等 

     子ども支援課 

     （１）千代田区保育施設等運営基準条例施行規則の制定 

     （２）地域型保育事業 認可・確認予定 

     指導課 

     （１）平成26年度 指導課事業評価 

 

近藤委員長  日程第３、報告に入ります。 

 初めに、子ども総務課長より報告を願います。合計で３点ございます。 

子ども総務課長  それでは、子ども総務課からの報告事項、３件ございます。 

 まず、１件目、千代田区次世代育成支援計画（素案）意見公募の実施結果

ということでございます。 

 資料、Ａ４のものを１枚おつけしてございます。こちらの千代田区次世代

育成支援計画につきましては、平成27年度から新たに開始されます子ども・

子育て支援法に基づきます子ども・子育て支援事業計画を含むものとして、

平成27年度からの５年間の子ども・子育て施策全般についての区の計画とい

うことで、現在策定を進めているものでございます。 

 この計画素案の内容につきましては、既にこの委員会でご紹介していると

ころでございますが、これにつきまして、意見公募、いわゆるパブリックコ

メントの手続をとりましたので、その結果について簡単にご報告させていた

だきます。 

 パブリックコメントは、２月５日から18日まで、２週間に渡り行いまし

た。その結果、寄せられた意見としては７件でございます。この７件につき

まして、資料の裏面に記載しております。意見概要というところに意見の内

容を記載しておりまして、右側に回答案概要と記載しておりますが、こちら

の回答案につきましては、現在まだ内容については精査中で、今のところこ

ういった方向でというところで記載しているものでございます。今後子ど

も・子育て会議の意見等を聞きまして、またこの回答案の概要については、

さらに内容を詰めていきたいと考えております。 

 この寄せられた意見と回答につきましては、区のホームページ等で後ほど

公開する予定でございます。 

 また、この千代田区次世代育成支援計画につきましては、本年度中に計画

を策定する予定でございますが、本年度中の教育委員会におきまして、議案

として提出させていただく予定でございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 （１）の説明につきましては、以上です。 

 続きまして、（２）平成27年第１回区議会定例会報告でございます。 
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 こちらにつきましては、資料はございません。 

 現在開会されております区議会定例会におきます教育、次世代関係の議論

についてですが、区長招集挨拶、代表質問、一般質問の概要につきまして

は、前回の教育委員会定例会でご報告申し上げましたとおりです。 

 その後、平成27年度予算につきまして、２月25日、26日に分科会審議、３

月４日、５日に総括審議がございました。特に、教育関係で問題になりまし

た点につきまして、簡単にご報告申し上げます。 

 分科会審議におきましては、教育委員会事務局の組織、英語教育等の国際

教育、学校生活サポート、アーティスト・イン・スクール、仮園舎・仮校舎

等を含みます九段小学校・幼稚園の整備、ＩＣＴ教育の推進、学校図書、自

然体験学習などについて、また、現在住宅等との複合施設となっております

四番町児童館・保育園につきまして質疑が行われました。 

 このうち、教育委員会の組織についてと四番町の児童館・保育園について

の２件は、総括審議の場において改めて審議することとされました。総括審

議におきましては、その２件のほか、オリンピック・パラリンピックを見据

えた大使館との協働、高校生への奨学給付金、中等教育のあり方などについ

て質疑がありました。このうち、教育委員会事務局の組織につきましては、

今回予算審議の場において、特に教育委員会事務局に設置いたします部の名

称について、議員から意見がありました。 

 その内容といたしましては、当初案として当初案として事務局から出しま

した「子ども共育部」という部の名称の案がどのような経緯で出てきたのか

が不明瞭である。それから、「共育」という辞書にも載っていないような言

葉を組織名称として用いることは、区民の立場から見てわかりにくく、適当

ではない。そのほか、どのような組織名称が教育委員会の場で議論されたの

か、そもそも所管する事務内容に大きな変更がない中で、組織名称を変更す

る必要があるのか疑問があるというような内容のものでございました。 

 教育委員会事務局のほうからは、当初の「子ども共育部」という案につき

ましては、各部の部長を中心といたしました組織整備に関する庁内検討会に

おける検討過程においてまとめられた意見で、それを教育委員会事務局のほ

うから、この定例会に協議案として提出したという経緯をご説明いたしまし

た。また、その中で、この定例会におきまして、委員の皆様からご意見をい

ただき、その後、議会を含め、また、さまざまな意見が寄せられた中で、改

めて教育委員の皆様のご意見をお聞きし、現在は「子ども部」という方向で

議論を進めているということでご説明をいたしたところでございます。 

 この件につきましては、予算特別委員会では、教育委員会において現在検

討中の「子ども部」という考え方のほかにも、現行の「子ども・教育部」の

まま変更しないという考え方もあるのではないかという意見が議会のほうで

あったということを、教育委員会の場にもご報告いただきたいという形で集

約されましたので、本日ここにご報告するものでございます。 

 本日は、この件につきましては、改めて委員の皆様のご意見を、この後お
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伺いしたいと考えているところでございます。 

 次に、（３）の区立保育園卒園式・各学校卒業式及び入学式等につきまし

ては、２月10日の教育委員会定例会でご報告させていただいておりますが、

神田一橋中学校通信教育課程は入学者がおりませんので、入学式は実施しな

いこととなりました。このため、変更後の資料を一部おつけしてございま

す。 

 平成26年度の卒業式と、平成27年度の入学式・入園式等につきましては、

こちらの日程で実施したいと考えておりますので、あらためて、よろしくお

願いいたします。 

 子ども総務課からの報告事項につきましては、以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 ３点についてご報告いただきました。特に、第２点目、27年第１回区議会

定例会報告の中で、教育委員会事務局組織のことで、いろいろ議員の方々か

らご意見をいただいたということでお話がありました。そのことではいかが

でしょうか。何かご意見、そのほかございますか。 

 教育長、どうぞ。 

教 育 長  区議会の予算特別委員会での議論の経過は、ただいま子ども総務課長がご

報告したとおりでございます。 

 当初の「子ども共育部」という考え方につきましては、子ども総務課長が

ご報告したとおり、どういう過程でその名前が出てきたのかということと、

教育委員会でどういう経過でその議論があったのかというご質問でした。

「共育」という名前が出てきた経過については、部長レベルでの庁内検討会

でのさまざまな議論の中で、１つの案としてその考えが出てきたというこ

と。それから、「共育部」という考え方を教育委員会で議論した経過につき

ましては、事務局サイドから、現在の「子ども・教育部」は、学校教育だけ

ではなくて、０歳から18歳までの幅広い事業、例えば誕生準備手当ですとか

保育園の待機児対策、在宅での子育て支援、学童クラブの待機児対策や高校

生の医療費助成、あるいは次世代育成手当等、かなり広範囲な事業を推進し

ている部ということで、その大きな枠組みの事業内容を、区民の方にわかり

やすくご理解いただくために、「子ども共育部」という考えを当初事務局の

ほうからお示ししたという経過を答弁をいたしました。 

 現在、ちよだみらいプロジェクト、新しい基本計画を庁内で検討していま

すし、そういった計画の策定、あるいは次世代育成計画を「子ども・教育

部」として策定中ですけれども、そういった計画の遂行に伴い、現行の名称

の変更がどうしても必要なのか、名称を変更する必然性があるのかというよ

うなご質問もいただきました。それについては、今、私がご報告申し上げた

ように、０歳から18歳までの仕事をトータルにあらわす部の名称がふさわし

いということで、決して教え育む意味での「教育」を軽視しているというわ

けではないこと。「子ども共育部」という名称の中に、教え育む、それから

共に育つ、共に育むという教育委員会のマスタープランに込めた思いを含め
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て、幅広い事業内容を含み、なおかつ区民の方にわかりやすい名称というこ

とで、議論させていただいたという経緯をご答弁させていただいたところで

す。 

 私どもとしては、現在、部の名前としては、トータルに「子ども部」とい

う形にするとともに、従来、議会でもご指摘のあった教育と文化のまち千代

田を踏まえ、教育活動の部分についても力を入れて実施するという意味で、

教育担当部長を設けて今後の組織運営に当たりたいというご答弁をして、議

会のご理解をいただくように努めたところでございます。 

 そういった形での議論の経過を踏まえて、ご意見等を頂戴できればと思い

ます。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 今、教育長のほうから、議会での総括審議の、私どもは具体的にどういう

質問かわからないけれども、その質問を踏まえた形で、ご答弁の様子をまと

められてお話をいただきました。 

 大体のその場の状況が、何となしに想像できるわけですが、どうでしょう

か。何かご意見はございますか。 

 どうぞ。 

中 川 委 員  いつもその質問と答弁の内容をいただいているんですけど、それは今回い

ただいていないですよね。 

子ども総務課長  本会議におきます代表質問と一般質問の内容については、一覧表にして前

回お渡しいたしましたが、委員会の質疑等については、資料はお出ししてご

ざいません。 

中 川 委 員  わかりました。私たちも「共育」か「教育」か、いろいろ考えて来ました

が、現在の子どもたちを取り巻く状況を見ると、社会全体で子どもを見守っ

ていく、千代田区の共に育てるという「共育」の理念というのは、今とても

大切なことになってきているんじゃないかなと思うんですが、教育関係機関

だけでは対応できなくなってきている子どもたちの情況の中で、学校とか地

域とか保護司とか人権教育委員とかソーシャルワーカーとか、いろいろな人

たちが連携して子どもたちを見守っていくということが、求められているの

じゃないかと思います。 

 エデュケーションという言葉の教育だけではカバーできない複雑な状況が

起こっている中で、教育委員会は子育ての核にならないといけないと思うの

です。そのときに、「子ども共育部」というよりは「子ども部」と言ったほ

うが、千代田区が今の子ども・教育部でカバーしている０歳から18歳までの

子どもについて、広い視点から対応できるかなと思い、「子ども部」にする

意味もあるのかなと思いました。 

 ただ、そう考えると、、前から何回か申し上げたのですが、どこかに保健

所の位置づけをしてもいいのではないかと思いました。 

近藤委員長  そのほかはいかがですか。 

 さまざまなお考えがあることは事実だと思います。教育委員個々の意見で
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はなく４人委員がおりますが、100％それぞれの考え方ではないとは思いま

すけれども、合議のもとで進めていくという上で、それぞれが了解できる形

のものが出てきているのだろうと思います。 

 今、中川委員がおっしゃった、今までの議論の中で、さまざまな視点・観

点から、私どもは「子ども部」ということでよろしいのではないかという考

えを示し、それで今現在動いていただいているわけです。私どもとしては、

今までの議論を大切にしながらといいましょうか、その形で進んでいければ

いいのかなと、教育長のお話を伺いながらも捉えたところですが、いかがで

しょうか。 

 多分年度の切りかえで、組織づくりというのはかなり急がれる部分でもあ

ろうと思いますので、今までの形で動いていければ、いいのかなと思います

が、そのあたりはいかがですか。 

 先ほどから何回かお話をしている、さまざまな考えのもとで、合議制で進

めていくという会ですので、大方ご了解できれば、それに沿った形で進めて

いただきたいと思います。 

 今日は、議会の報告という形で話をいただいていますので、最終的には何

らかの形、決定しなければいけないんだと思います。来年度の組織ですの

で、急ぐようであれば、早急に決めていければありがたいなと思っていると

ころですが、いかがですか。 

 どうぞ。 

教 育 長  組織全体の名称については、ただいまの中川委員等の意見を踏まえて、で

きれば早急に決定させていただければというふうに思います。 

 それから、子ども健康担当の参事を置いたらどうかというご意見は、従前

から中川委員からいただいておりまして、事務局でもいろいろ議論をさせて

いただいていますが、子ども健康担当参事については、健康関係の議題があ

る場合については、この教育委員会にも出席を求めたいと思っていますし、

議会の委員会等でも必要な場合は助言をいただきたいと思っていますけれど

も、これまでの対応とかを踏まえると、組織の中に明確に位置づけなくて

も、実際の運用の中で、その辺のところは十分カバーできるだろうというこ

とで、正規の組織の中の枠組みとしては、今回は除いて対応したいと、事務

局としては考えているところでございます。 

近藤委員長  どうぞ。 

中 川 委 員  私がなぜそう申し上げるかというと、健康の部分は、感染症やアレルギー

対処などの体の健康だけじゃなくて、メンタルの部分のケアも必要なので、

そう考えると、入っていただいたほうがいいのかなと思ったということを、

一言つけ加えさせていただきたいと思います。 

 もう、言葉は、どんな言葉であってもいいと、最終的に。どう千代田区が

子どもを育てていくかというのが大事で、そのためにも早く、こういう言葉

の議論だけではなくて、先に進めていただきたいなというのが希望です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 
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 さまざまなお考えはあるけれども、まとめるべきはまとめて、できるだけ

早くということで受けとめたいと思います。 

 次回の会議、定例の会議を待たずして、今までの方向性で、早急に最終的

に決めてまいりたいというふうに思いますが、そういう手続をとっていただ

けますか。 

子ども総務課長  はい。 

近藤委員長  あと、１番、３番のほうについてはいかがでしょうか。ご質問等はよろし

いですか。 

 どうぞ。 

中 川 委 員  パブリックコメントの意見は少ないですね。反響が少ないので。 

子ども総務課長  こちらの次世代育成支援計画のパブリックコメントにつきましては、千代

田区の協働参画の手続に従って行ったものでございます。こういった計画を

作る際には、ほかのものについても必ずこういったパブリックコメントの手

続をとることになっています。今、委員からご指摘のありましたとおり、非

常にどの計画についてもなかなか出てこないというのが現状です。中には１

件もないというところもあったようですが、今回は７件ほど意見をいただい

ております。 

 これについては、議会等でも指摘がありましたが、パブリックコメントだ

けで全てということではなくて、例えばこの次世代育成の支援計画につきま

しては、子ども・子育て会議に保護者の方々、かなりの人数に入っていただ

いて、いろいろ意見を聞いたりしておりますし、また、計画を立てるに当た

りましては、小学生以下のお子さんがいる全世帯にアンケート調査を行った

上でやっていますので、そういったさまざまな住民の方の意見を聞く形を併

用しながらやっていきたいということで、パブリックコメントについても、

より意見が反映されるやり方もまた考えていきたいと考えているところで

す。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 それでは、先へ進んでまいります。 

教 育 長  委員長、すみません。 

近藤委員長  どうぞ。 

教 育 長  もう１点。予算特別委員会の総括審議の中で、中等教育に関するご質問が

ございました。それは、十数年前に中等教育の将来像を千代田区で作成し、

それに基づいて、この間10年以上取り組まれてきたけれども、その成果をき

ちんと検証しているのかという趣旨のご質問でした。 

 例えば、当初、中等教育の将来像を作ったときに、区立小学校から区立中

学校への進学実績が非常に低い中で、それを上げるということを当時の基本

計画の中で目標値まで示して取り組んできたはずだけれども、その成果は十

分に上がっているのか、また九段中等教育学校を作って、区としては高校教

育部分の人件費を大幅に区が負担する中で運営してきているけれども、その

成果が上がっているのか、さらに、中等教育学校に力を入れてやっている区
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の取り組みが、在来型の中学校へも十分に反映されているのかとのご質問で

した。 

 これにつきましては、当初の中等教育の将来像に挙げた３つの柱について

は、基本的には、私個人としては一定の成果をあげていると思っているけれ

ども、客観的な視点から検証することが必要だと考えていて、教育委員会で

は、昨年度と今年度の２年間かけて、学校関係者とか、あるいは外部の有識

者を交えて十分な検討をしていること。間もなく検討結果がまとまるので、

その検討結果を踏まえて、中等教育の現状と課題については、この教育委員

会でも十分に議論をしていくし、また、区議会のご意見も伺いながら、今後

の中等教育の充実に取り組んでいきたいという答弁をさせていただきまし

た。 

 間もなく検討結果もまとまりますので、それについては、改めてこの教育

委員会でその報告を踏まえたご議論をお願いしたいと思っています。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 今の件については、ご質問等はございますか。よろしいですか。 

 （な し） 

近藤委員長  では、先へ進みます。 

 次に、子育て対策担当課長より報告を願います。 

子育て対策担当課長  それでは、資料に基づいてご説明をさせていただきます。 

 まず、１件目ですが、千代田区保育施設等運営基準条例施行規則になりま

す。 

 こちらの条例の施行規則ですが、昨年の第４回区議会定例会で、この条例

が、区議会で可決をいただきまして、その条例の第69条の中に、過料処分と

いったものを定めております。それにつきましては、資料の第２条、過料処

分の「条例第69条の規定により過料を科する場合においては」というところ

でございます。 

 この「科する場合」でございますが、この第69条が規定している文言でご

ざいますが、認定したお子様の、例えば保護者だったり、今回、後ほどご説

明します認可確認をした事業者が、虚偽の報告や物件、書類の提出をした場

合に、区の職員の質問に答えないか、また、そちらでも虚偽の答弁をした場

合などに、10万円以下の過料を科すという条例となっております。そちらに

基づいて、過料の手続を定めたものとなります。 

 説明は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 ご質問ございますか。 

中 川 委 員  第69条というのはどこかに出ているのですか。 

子育て対策担当課長  今回は施行規則になりますので、本体部分の条例の69条に定めているの

が、先ほど申し上げた虚偽の報告や物件の提示だったり、書類の提出だった

りという形の規定がされております。 

 すみません、今回、資料には条例第69条はつけておりません。 
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近藤委員長  そのほかはいかがですか。  

 （な し） 

近藤委員長  また、お気づきのことがあれば、振り返りながらご質問を出していただい

て結構だと思いますので。 

 先のことについてご説明ください。 

子育て対策担当課長  それでは、続きまして、地域型保育事業の認可・確認予定についてという

資料をご覧ください。 

 こちら、家庭的保育事業等と言われるものの条例を、第４回区議会定例会

で可決いただきました。そちらの事業者について、認可をしました後、給付

費という補助金を払う確認を行う予定でございます。 

 それでは、資料の１番の表をご覧ください。 

 ４つの事業、家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、最

後、事業所内保育事業という４つの事業を、今回、地域型保育事業として行

う予定でございます。 

 こちらの子ども・子育て支援新制度に基づいた新しい事業でございます。 

 右側に書いてある事業者が、今回、新たに地域型保育事業として実施する

ものでございます。 

 裏面をご覧ください。 

 別紙となっておりまして、これが、平成27年４月から行う地域型保育事業

となります。 

 家庭的保育事業ですが、現在も行っております、あい・ぽーと小さな家の

飯田橋と東神田、こちら、今まで区の補助事業として行っておりましたが、

正式に認可の事業として行うものとなります。 

 そして、新たに行うものとしては、居宅訪問型保育事業、こちら、ベビー

シッターでございます。区内に事業所が大体六、七社あるということで、お

声かけをしているんですが、現在認可の申請をしてくるのが２社になってお

ります。その２社が、ご覧の小学館集英社プロダクションとＮＰＯ法人のフ

ローレンスになります。 

 ＮＰＯ法人のフローレンスでございますが、対象児童をご覧ください。Ｎ

ＰＯ法人のフローレンスにおきましては、障害児の保育のみを行うというも

のでございます。 

 それと、一番右でございます。事業所内保育事業として、先日の教育委員

会でもご報告申し上げましたが、正式に４月１日から地域開放枠ということ

で、５名分の区民枠をいただきまして、実施するというものになります。 

 それでは、資料、表面にお戻りいただきまして、今後の３番のスケジュー

ルをご覧ください。 

 現在３月上旬と書いてありますが、３月６日、先週の金曜日に認可の申請

の受け付けを締め切りまして、今週から実地調査、その後、認可をしまし

て、中旬～下旬で確認申請の受け付けを行います。正式に３月の下旬、確認

施設として決定をして、４月１日からの事業開始という形となります。 
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 説明は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 ご質問等いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

中 川 委 員  質問ではないのですけど、ぜひ来年度は家庭的保育事業を見学させていた

だきたいと思います。 

子育て対策担当課長  意に沿えるよう努力いたします。 

近藤委員長  よろしくお願いいたします。 

 それでは、先へ進んでまいります。 

 次に、指導課長より報告を願います。 

指 導 課 長  例年行っております指導課事業評価満足度の結果、平成26年度分が取りま

とまりましたので、ご報告申し上げます。 

 左肩ステープラーどめの資料をご覧ください。 

 こちらは、毎年度行っているものですけれども、今年度は、事業全てで、

39事業について評価をいただいてもらっております。評価していただく対象

者は、管理職、それと教職員、保護者の３者でございます。 

 評価の段階といたしましては、満足できるを４とし、順に、４、３、２、

１の４段階評価でございます。合計人数、それと、その４、３、２、１の４

段階評価の平均を記載しております。また、昨年度の平均を経年変化の比較

ということで載せております。右側には、帯グラフで割合を示しているもの

でございます。４が青、３が赤、２が緑、１が紫という順になってございま

す。 

 細かくはご説明申し上げませんけれども、代表的なところだけお話をした

いと思っております。 

 まず、教職員で評価が高かったもの、３番の理科支援員配置をご覧くださ

い。教職員は3.57という評価でございます。この教職員が3.5以上の肯定的

な評価をしたものについての傾向でございますが、やはり学校への人的配

置、例えばこの理科支援員も含めて、スクールライフ・サポーター、特別支

援教育指導員、学習生活支援員という人的配置が高い評価でございました。 

 次に、２ページをご覧いただけますでしょうか。 

 ２ページの８番、社会体験・インターンシップでございますけれども、こ

ちら、管理職、教職員ともに、３を下回る結果となっております。特に、昨

年度の平均より、管理職については大きく下回っております。こちらは、内

容的な見直しを今後していかなければならないと私どもは考えておりまし

て、今後は学校の意向を十分踏まえ、幅広い事業所を展開とする社会体験・

インターンシップとしてまいりたいと思っております。 

 次に、３ページをご覧いただけますでしょうか。 

 14番の嬬恋自然体験交流教室のところでございますけれども、こちらの宿

泊体験行事につきましては、保護者がかなり高い評価でございます。こちら

の14番につきましては、3.80が平均と高評価です。箱根移動教室だとか、あ
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るいは軽井沢の移動教室、岩井臨海学園、嬬恋のスキー教室については、

3.5以上と高評価になっております。また、保護者の高評価のものにつきま

しては、５ページの22番、健康・食育・体力向上プランだとか、25番、特色

ある教育活動が、3.5以上の高評価を得ているものでございます。 

 保護者の傾向としましては、学校行事である宿泊行事的なものを認めてい

ただいているということと、子どもの健康だとか体力向上については満足し

ていただけていると。また、各学校がそれぞれ創意工夫しながら特色ある教

育活動を展開しているということが高い評価につながっているという傾向が

ございます。 

 また、管理職につきましては、これはおもしろい傾向がございまして、教

職員が高評価している人的な配置と、それと、保護者に高評価していただい

ている宿泊行事、それと、特色ある教育活動が、管理職においては高い評価

を得ているというものがございます。 

 一方、課題といたしましては、中学校のスクールライフ・サポーター、５

ページの21番ですね。こちら、管理職が2.86、教職員3.09、保護者も3.38と

いうような状況だとか、あるいは中学校のＡＬＴの派遣、こちらは８ページ

ですね。管理職が2.80と、３を下回っております。それと、校務ＩＣＴ、こ

ちらは６ページの28番になりますが、管理職が2.71と低い評価になってござ

います。これらについては、今後、学校のほうからどのように進めていくの

がいいのかという意見を頂戴しながら、事業改善していく必要性があろうか

と思っております。 

 簡単ではございますけれども、報告は以上でございます。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。そのほかご質問等ございますか。 

 どうぞ。 

古 川 委 員  今、最後にお話がありました管理職の方の評価が低い事業について、中学

校のＡＬＴは、昨年度も評価が低かったように記憶しているんですが、学校

の管理職の方があんまり納得されていないのはどういう点なのか、気になっ

ていたんです。また、今年度も低いということで、ＡＬＴの方がいらしてい

ただくのは、保護者の立場からは、すごく有効かなと思っているんですけれ

ども、管理職の方にご満足いただけていないということは、派遣される方と

かそういうことよりも、回数とかそういった問題になってくるんでしょう

か。 

指 導 課 長  ご指摘のとおり、管理職の評価が低いというのは、回数的なものもござい

ますし、教えるＡＬＴがどのような方なのかというところも大きな要因であ

ると思います。 

 小学校は委託で、委託業者からＡＬＴが来るわけですけれども、中学校の

場合は、学校独自で見つけなければならないというところがあります。さま

ざまなネットワークを使いながらＡＬＴを雇用するわけですけれども、学校

によっては、いいＡＬＴがうまく見つかる場合もありますが、なかなかうま
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く連絡がとれず回数も減ってしまうということは今年度実際にございました

ので、そういうさまざまな要因で、昨年度は3.00で、辛うじて３はクリアし

ていたんですけれども、今年度に限っては2.8に下がってしまったというも

のでございます。 

古 川 委 員  中学ではＡＬＴを自校で探さなければいけない理由というのは、そこを指

導課のほうでフォローできないのでしょうか。 

指 導 課 長  それは、私も大きな課題ではあると思っているところでございます。 

 委託事業にした場合には、ＡＬＴに学校が直接的な指示できないというデ

メリットがございます。偽装請負と指摘されてしまいます。派遣であれば、

その問題はクリアされるのですけれども、これまで本区としては委託という

形をとってきたので、特に中学校は、外国語として英語という学習指導要領

に定められている教科でございますので、直接的な指示が非常に多くなる場

面があるということを想定しまして、直接雇用という形をとってきたもので

ございます。 

 昨年も3.00、かなりぎりぎりのところで、今年度2.80ということになって

いますので、総合的にそのＡＬＴの雇用の仕方については検討していかなけ

ればならないと思っています。 

近藤委員長  ありがとうございました。 

古 川 委 員  よろしくお願いします。 

近藤委員長  そのほかはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 （な し） 

近藤委員長  では、先へ進んでまいります。 

 

◎日程第４ その他 

     子ども総務課 

     （１）教育委員会行事予定表 

     （２）広報千代田（３月20日号）掲載事項 

     （３）西神田コスモス館の火災 

     （４）国内都市派遣研修（佐賀県武雄市）報告 

     （５）川崎市中学一年生殺害事件を受けて 

 

近藤委員長  日程第４、その他に入ります。 

 最初に、子ども総務課長より報告を願います。 

子ども総務課長  それでは、子ども総務課から、その他事項ということで４件ございます。 

 １点目の教育委員会の行事予定、それから２点目の広報千代田（３月20日

号）の掲載事項、こちらについては、例月どおりの報告でございますので、

お手元の資料をご覧いただきたいと思います。 

 それから、（３）西神田コスモス館の火災でございますが、こちらについ

ては、資料はございませんが、３月２日火災発生当日に、委員の皆様には状

況をファクスでお送りしておりますので、内容はご存じのことかと思いま
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す。 

 こちらの建物の中には、保育園と、児童館がございましたが、いずれも無

事に避難いたしまして、けが人等は一切ございません。鎮火後、通常どおり

の業務を続けております。 

 また、こちらの西神田コスモス館につきましては、区内の小・中学校に通

っているお子さんが何人か居住しておりました。特に火元となった部屋の両

隣、それから上３軒、下３軒の計８軒、最も被害の多かったこちらの８軒の

中にもお子さんがいる世帯がいらっしゃったのですが、現在のところ無事に

元の自宅のほうから通学している状況です。 

 それから、（４）の国内都市派遣研修でございますが、こちらについて

は、各事業部に国内都市派遣研修ということで予算がついておりまして、子

ども・教育部からは、こちらの委員会でも以前ご指摘がございましたが、佐

賀県がＩＣＴ教育の先進地域であるということで、そちらに、職員が派遣研

修ということで視察に行ってまいりました。 

 報告書につきましては、本日、資料としておつけしてございますが、この

後、定例会終了後に、この内容についてご質問等ございましたら、実際に研

修に参加した者から直接お話しさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 私のほうからのご説明は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。よろしいですか。 

 （な し） 

近藤委員長  それでは、先へ進んでまいります。 

 その他、追加で何か報告事項はございますか。 

 教育長、お願いします。 

教 育 長  前回の教育委員会で、古川委員から不登校児への学校の対応等についてご

質問をいただきました。それと関係して、今、非常に大きく課題となってお

ります川崎市での中学校１年生の殺害事件についての私なりの対応について

ご報告させていただきます。 

 この事件に関しましては、現在、国から各自治体での不登校への対応に関

するの調査が来ておりますし、都教委からも通知が発せられています。これ

については、後ほど指導課長から概略をご説明申し上げます。 

 私は、３月４日にありました校・園長会で、私なりの考えを校長先生方に

お話しし、何点か確認するようにいたしました。 

 この事件、新聞報道によると、この少年は昨年夏ごろから部活動に参加し

なくなり、今年に入ってからは学校にも来なくなった。担任の先生は、ほぼ

毎日母親や自宅に電話をかけたけれども、つながらないことが多く、また、

家庭訪問も、報道によると５回ほど重ねてきたけれども、保護者や本人には

直接会うことができなかったということです。結果的にこういった悲惨な結

果に終わってしまいました。 
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 私も、こうした事件が絶対に千代田区で起こらないよう、区を挙げて子ど

もたちの身を守っていく体制を見直すことが大切だと思っており、私なりに

校・園長会で、２つの事項の確認を校園長先生にお願いいたしました。 

 １つ目は、こういった対外的な非行に絡む問題を校内でのいじめとも関連

づけて、子どもたちの声を早期に確実に受けとめる体制を改めて見直してほ

しいという話をいたしました。 

 現在、いじめに関しては、例えばいじめ相談レターですとか、いじめ相談

の24時間ホットライン等を行っていますけれども、それらが本当に十分活用

されて、子どもたちの声が学校に届くようになっているのか、改めて見直し

てほしいというお願いをいたしました。いじめや非行に係る児童や生徒から

のＳＯＳを学校ないししかるべき機関が確実にキャッチできるように、相談

や訴えを申し出る手段や方法、また、相談先がさまざまに用意されて、ＳＯ

Ｓを受けとめるようになっているということを、改めて子どもたちに周知し

てもらいたいという話を１ついたしました。 

 それから、もう一つ、何らかの問題が発生した場合、また、問題が発生し

かねない場合の学校としての対応を改めて考え直していただきたいというこ

と。子どもたちに異常があった場合、真っ先に感知できるのはやはり学校だ

と思いますので、不登校で保護者や児童・生徒と連絡がとれないような事案

があれば、何をおいても、直接の訪問などによって安否確認を優先していた

だきたいということ。ケースを見きわめて、状況によっては、学校だけの対

応にとどめることなく、教育委員会、児童・家庭支援センター、東京都の児

童相談所、警察等にも連絡、通報して、関係機関が連携して対応するよう

に、学校のほうでも改めて体制を確認してもらいたいという話をさせていた

だきました。 

 この事件については、様々な課題が取り上げられているところですけれど

も、教育委員の皆さんからも、この事件についてご意見、あるいは私どもに

対するご要望等ありましたら、伺いたいと思います。 

近藤委員長  今、ご意見があったらばということでしたけれども、指導課長から補足等

何かございますか。 

指 導 課 長  先ほど教育長が話されたとおり、若干補足をさせていただきます。 

 今回、川崎で中学校１年生が殺害されたという痛ましい事件があり、その

中で、教育的な課題として、１つは不登校の状態になったときに、学校はど

れだけその子どもや家庭の状況を把握しているのかということが大きな話題

になりました。 

 それに基づいて、文部科学省も各学校の不登校児童・生徒に対してどのよ

うな状況かという緊急調査をしました。大きく２つ、類型で、１番、２番と

いうような形で聞いてございます。 

 それが、類型１は、「学校において７日間以上連続して当人との連絡が取

れず、生命又は身体に被害が生ずるおそれがあると見込まれるもの」と、か

なり限定的なご質問です。また、類型２としては、類型１に該当するものの
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ほか、「学校外の集団（成人が主たる構成員であると思われるものを含

む。）との関わりの中で、その生命又は身体に被害が生ずるおそれがあると

見込まれるもの」という、かなり今回の事件を受けて、限定的な調査がござ

いました。 

 本区においては、該当はなしというところです。当然、生命又は身体に被

害が生ずるおそれがあると見込まれるものという聞き方をしてございますの

で、そう聞かれたらゼロとなります。 

 しかし、私どもとしましては、不登校状態にある児童・生徒と連絡がきち

んととれているのかどうか、そこを確認すべきだと思っております。前回の

定例会におきましても、古川委員から全く連絡がとれない生徒さんはいるの

ですかというご質問があり、そのときには、本区ではございませんというご

回答をさせていただいたかと思います。学校は、必ず家庭に連絡をとってお

りまして、週に１回以上だとか、あるいは毎日担任から保護者へ連絡をして

いるというような、学校によって、ケースによってさまざまなのですけれど

も、少なくとも週に１回は必ず家庭に連絡を入れているという状況です。当

然のことながら、児童・生徒本人と話せる場合と話せない場合がありますけ

れども、当人の状況は必ず学校は把握をしているという状況でございます。 

 今回は、家庭がどこまで中学校１年生の状況を把握していたのかどうかわ

からないですけれども、学校外の集団とどういうふうに関わっているのか、

これはやはり学校が把握すべきところでありますけれども、やはり家庭にお

いても、その子が不登校状態にあるときに、状況がどうなのかというのは、

家庭においてもしっかり把握する必要があるのだろうと思っております。や

はり学校、家庭、地域、また、教育行政が連携した取り組みが、今後一層必

要になってくると思っております。 

 補足は以上です。 

近藤委員長  ありがとうございます。 

指 導 課 長  失礼いたしました。１点、さらに補足の補足です。 

 スクールソーシャルワーカーについては、やはり今回の事件を受けて、今

後のキーマンになるであろうということが言われてございます。本区の教育

研究所にもスクールソーシャルワーカーが在籍しているわけですけれども、

マスコミから取材依頼がありました。個人的な取材ということではなくて、

教育委員会を通して取材をしてくださいと言ったら、その後なくなったわけ

ですけれども、やはりスクールソーシャルワーカーの存在は今後大きくなる

であろうと感じた次第でございます。 

 なぜスクールソーシャルワーカーなのかというところですけれども、これ

まで学校にはスクールカウンセラーやスクールライフ・サポーターが学校に

いて、子どもたちの様子を把握する、あるいは保護者に来てもらって相談業

務をするという、どちらかというと、来ていただいて、あるいは学校にいる

状況を把握するというスタンスでした。しかし、今回のケースを考えると、

やはり家庭に踏み込んで、お子さんの状況をしっかり把握していくというこ
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とが必要になってきます。これまでも学校は、家庭訪問だとか、家庭への連

絡とかということをしてきましたが、やはり家庭の状況によっては、なかな

か学校とは会いたくないとか、会う時間帯がとれないだとか、そういったさ

まざまな状況があり、連絡がとれないケースがあります。例えば午前中の時

間であれば時間がとれるといったときに、学校は授業等がありますので家庭

に訪問することができない、家庭へ連絡することがなかなか難しいと、そう

いったときに、スクールソーシャルワーカーが関係性を築いて、その家庭か

ら状況を把握するということが可能となってきます。さらに、スクールソー

シャルワーカーは、その関係諸機関とのパイプが非常に強いので、１つの問

題に対して、学校と家庭だけではなく、関係諸機関と連携した取り組みをキ

ーマンとしてできる役割がありますので、今後この事件を契機に、一層スク

ールソーシャルワーカーの役割というのが大きくなってくると思っておりま

す。 

 本区でも、スクールソーシャルワーカーをいじめ対策として、既に雇用し

ているわけですけれども、もっと幅広に、不登校対策等についても関与して

いってもらいたいと思っております。 

近藤委員長  ありがとうございました。 

 いかがですか。何かご質問なりご意見なりがあれば。 

 どうぞ。 

古 川 委 員  教育長と指導課長のお話と重なるとは思うんですけれども、まず、川崎の

事件については、学校の担任の先生も、不登校になってから、どういう状況

か把握するべく動いてくださっていたようですけれども、実態がつかめなか

った。もうその時点で、何かおかしなことになっている状況なわけですよ

ね。家庭の保護者の方も自分の息子の状況を、把握されていないようでした

し、学校の先生は動いてくださっていたけれども、うまく情報は得られなく

て、もうその状況自体、まずい状況だったわけですよね。そこで、やっぱり

もう一歩踏み込める方の存在が必要なのかなと思いました。 

 事件については、報道からしか私は情報を得ていないんですけれども、そ

のときに、スクールソーシャルワーカーについてもいろいろクローズアップ

されていて、やはりそういう役どころの要になっていかれるのがスクールソ

ーシャルワーカーなのかなと思いました。 

 学校の先生が動いていたけれども、良い方向に持っていける前に大変なこ

とが起こってしまった。あの年明けてからの状況は、事実はつかめなかった

にしろ、大変なことになっているという認識が甘かったというか、もうそう

いうふうに捉えていかないと今後はいけないだろうな、学校は連絡をとるの

に頑張って動いていますじゃ済まされないのかなと思いました。 

 あと、不登校についてのお子さんと家庭と連絡がとれているのかという質

問を前回しましたが、不登校の件数等、定例会で報告していただいています

けれども、ケース、ケースで、その理由や状況は本当にさまざまだと思いま

す。なので、私の質問に、答えにくいところもあるのかなというのは思いま
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す。例えばお子さんと連絡がとれていない場合、まず学校がお子さんと連絡

をとるように接するけれども、親御さんで、どうしても子どもが拒否してい

るようだからということであれば無理にという形にはしていないというよう

なことを、前回伺ったんですけれども、同じ世代の子どもがいるもので、子

どもたちが話している情報が耳に入ることもあるんですけれども、不登校の

お子さんがいて連絡をとろうと思っても、子ども同士でとれないことがある

と。あれは家庭の方がわざとつないでくれないのではないか、というもので

した。これは一つの例ですが、もしかしたら何か問題を抱えているかもしれ

ないけれども、お家の方が、子どもが嫌がっていますからと言われて、担任

の先生はそこで、それ以上は踏み込めない状況だと思うんですけれども、実

態と違う場合もあるかもしれないなと思って、やはり学校の担任の先生以外

の権限を持った方が、もっと早目から入っていける環境であるといいなと思

いました。 

 その不登校になった理由が、本当に親御さんも把握されていて、先生と話

したくない、本当に学校の友達や学校の関係の人と話をしたくないという状

況であるとして、保護者がちゃんと事実をわかっていて、それも学校の先生

がこういうわけだから、学校の友達や先生方と話せないんですと、ちゃんと

理解しているのかなというところを前回伺いたかったんですが、何で不登校

になっているかという理由を、親御さんもわからない場合もあるのかもしれ

ない、探っている最中かもしれないんですけれども、そういう家庭であって

も、そういうこととかを、担任の先生と情報を共有できているのかな、こっ

ちからは連絡をとっているけれども、おっしゃってもらえないからとかでは

済まない事態も今後起こってくるのかなと少し心配になりました。不登校に

なる理由がいろいろあると思うんですけれども、その理由を保護者の方が把

握できているか、学校の先生とも共有できているか。できていないなら、担

任の先生がうまくいかないなら、第三者に入っていただいて、不登校の理由

を把握するようなお手伝いをするとか、早目に手を打たなければいけないケ

ースもあるんじゃないかと。一応学校では連絡をとっていますじゃ済まない

場合もあるんじゃないかなと思いました。 

近藤委員長  どうぞ。 

指 導 課 長  この不登校の問題は複雑な要因がありまして、対応は非常に難しいと思い

ます。学校は、保護者、家庭から得られた情報を、まず100％受けとめなけ

ればならないと思うんです。それが、さらに違う状況にあるのではないかと

いうことをお尋ねしたとして、きちんとそれが返ってくるかどうかという難

しさもあります。 

 それには、やはり家庭と学校の信頼関係がまず１つあります。それと、家

庭の中で、保護者と子どもとの関係性の中で、きちんと情報が共有されてい

るかという問題もございます。ただ、それは親子関係が悪いということでは

なくて、子ども自身が本当のことを親御さんに言うと心配かけてはいけない

ということで話せないということもあると思うんです。だから、ケースによ
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ってさまざま複雑で、こうすればいいという解決策は１つではないと思うの

です。いろいろな策を講じながら、情報をとりながら、それを共有しなが

ら、いろいろな人が考えていかなければならないと思います。千代田区の学

校は、学校で連絡がとれたからそれでおしまいということは、決して、して

いないと思っています。また、そうしてはいけないんだという意見に私も同

感です。子どもたち一人一人の真実の情報をいかにみんなで共有できるかが

問題だと思っておりますので、お互いの連携が必要であると思っています。

個別具体なケースについて、いろいろな角度から、いろいろな人が、その子

のために真剣に考え、行動していかなければならないと思っております。 

 その１つの方策として、スクールソーシャルワーカーというのは、これか

ら効果的に機能してくると思っています。ただ、１点、本区での課題として

は、まだスクールソーシャルワーカーの動きそのものの認知が十分ではない

のではないかという課題認識はあるので、もっとスクールソーシャルワーカ

ーはこういうところでこういう活動ができます、もっと早期に活用してくだ

さいということは、今後ＰＲしてまいりたいと思っております。 

近藤委員長  今、古川委員から、同じ年代の子どもを持つ母親として、非常に遠慮しな

がらお話をされておりましたけれども、やっぱり学校の子どもへの関わり方

というのが非常に表面的だなと、報道なんかで読み取れるんですね。回数を

重ねても、実際に連絡がとれていないのであれば、その先を考えていくかと

いうのが、学校の対応のあり方だと思うんですが、そのあたりが全然できて

いない。学校が学校の仕事をしていない状況ですから、区内にはそういう学

校はないんだろうと思いますし、もちろん子どもとの連絡のとり合いという

のは、限度はあろうと思いますけれども、学校はしっかり動いてもらわなけ

ればいけないなというのを、報道を聞きながら、見ながら感じているところ

です。 

 先ほど指導課長から、ソーシャルワーカーの話がありました。カウンセラ

ーと違って、心理職ではないんでしょうから、うまく活用していければ一番

いいんでしょうけれども、今、指導課長がおっしゃった、ソーシャルワーカ

ーって何をしてくれる方なのか、ソーシャルワーカーの役割、仕事の内容、

そういうものが学校の職員に認識されていないと思うんですね、多分。管理

職は理解をしていても、一般担任までなかなか染み透っていないというのが

現状だと思いますので、そのあたりを少し配慮して、学校と対応していただ

きたいなと思います。 

 あとは、全く個人的な感覚で言えば、被害者の子どもは、小さな島で人間

関係が濃密な中で育っているんだろうと思います。都会育ちの子どもたちは

３つも年が上で、生活態度が悪い子どもたちというと近づきたくない、敬遠

するような素振りがあると思うんですが、この子どもはそういう状況にはな

かったのではないですかね。いい意味で、年が上でも下でも、みんなで仲よ

く支え合っていくというか、つながり合っていくというか、そういう態度が

身についた状況で都会へ出てきて巻き込まれてしまって、非常にお気の毒な
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状況だなと私は理解をしているんですけどね。だから、学校がもう少ししっ

かりと子どもたちの状況を見てあげるべきだったな、それが足りなかったな

と理解をしています。 

 ありますか。 

中 川 委 員  本当に事件を見ていて、学校の先生が何度電話したとありましたけども、

うまくいかなかった。ただ、ああいう事件が起こってしまうと、だから先生

はという話にすぐなりがちで、私はほとんどの先生はそうじゃないと思って

います。たまたまいろんな条件が重なってああいうことになってしまうのだ

ろうと思うんです。信頼関係というのを築かなければ、信頼関係さえあれ

ば、生徒と先生とか、うまくいくだろうなというのはすごく思うんですけど

も、ただ、さっきの教育の組織の話じゃないですけれども、学校と親とか家

庭とか、そういうところだけで解決できない問題というのはすごく多くなっ

てきていると思います。子どもの声をどうやって受けとめるのかということ

は、もうみんなが一生懸命考えなければいけないことで、それこそ子ども部

の教育委員会が核になってやらなければいけないことだと思うんです。スク

ールソーシャルワーカーの方にしてもそうですけども、対象となるお子さん

たちと信頼関係が築けるとか、そういうことが大事になってくると思うの

で、その辺、どうやったら信頼関係を築けるのかということは、いろんな部

分で考えなければいけないかなと思います。 

 よくハインリッヒの法則といって、１つの小さなことが、その後ろには10

の中ぐらいの何かがあってとか、その上にはもっと大きなことになる要素が

あるとかという話がありますけども、小さい芽のうちに見抜くという、こち

らの敏感な気持ちとか、そういうのも磨かないといけないなと思います。 

近藤委員長  ありがとうございました。 

 そのほか、何かありますか。 

古 川 委 員  すみません、少し追加で。先ほど佐藤課長からお話があったスクールソー

シャルワーカーについての認知が低いんじゃないかということで、これから

も発信していくという話がありましたけれども、川崎の事件でも、子どもた

ちは、彼が危険な状況にあるという情報を持っていた子もいて、その子が大

人に発信をしなかった、発信できるような状況にない、発信していないと

か、子どもからの発信と、あと地域の方が、不良のような子たちがたむろし

ていたとか、何か、あれ、おかしいなという情報を持っていた人がいて、い

ろんな情報が集まっていれば、もっと違う形になっていたのかなと思うんで

す。実際、中学生の子どもがいて、ほかの子のことで少し心配な、ささいな

ことでも情報をつかんだときに、学校に伝えるかどうかで私も迷ったことが

あって、学校の先生が全く子どもたちのことを見ていないというわけではな

くて、細やかに対応してくださる、日々、そういう印象を持っています。例

えば近しい子の場合だと、こちらが言っても、個人情報的に先生のほうでど

ういう対応をされるかなとか、いろいろ親の立場で実際行動に移すときに、

いろんな考えがよぎって、例えばお伝えしたほうがよかったかなと思うこと
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をお伝えできていなかったということが私自身あります。例えば学校のほう

で保護者会の全体会のときなどに、ささいな情報でもみんなで寄せ集めまし

ょうという呼びかけをしていただくとか、そこにソーシャルワーカーの方

も、前に出てきて、その方の役割等を説明していただく機会を設けるとか、

これが子どもの学校でそういう発信が全然ないというわけではないのですけ

れども、もっとそういう発信をしていただくと、保護者の立場だとありがた

いなと思いました。例えば情報をつかんだときに、どこかに伝えるというと

ころまでに、ちょっといろいろな考えがよぎります。なので、みんなで、さ

さいなことでもいいから共有し合っていきましょうという雰囲気が、もっと

もっと学校や地域にあるといいなと思っています。 

中 川 委 員  それはやっぱり保護者の人たちが、一人一人がそういう自覚をしなければ

いけないし、まず周りの人と協力することだと思うんですね。どうしたらい

いだろうって考えているだけではなくて、やっぱり行動しなければいけない

んじゃないかと思います。 

古 川 委 員  はい、そうだなと思っております。 

中 川 委 員  一人一人が真剣になるということがすごく大事なことで、あれはほかの人

の問題だからとか、これは黙っていれば済んじゃうだろうということになっ

てくると思うのね。例えば今度の川崎の事件にしたって、あの子たちは不良

だからって見ている人たちがいたけれども、結局、警察問題になってしまっ

た。人ごとだと思ってしまうということはやっぱりいけないんじゃないかな

と思います。 

 私、後で、お花をいっぱいみんなが持ってきたって、その前にできること

はなかったのかと思うのね。 

近藤委員長  何か一言で片づけられない問題だし、いろんな方法があろうと思います

し、報道そのほかを見ながら、それぞれが何かを感じているんだと思いま

す。 

 余りこのことで議論しても、先へ進んでいかない部分もあるんだろうと思

いますし、私も個人的な言い方をすれば、さっき学校の対応がまだ十分じゃ

ないな、表面的だなというような言い方をしましたけれども、その被害者の

子どもからほんの幾つか年上の加害者たちが地域で大きい顔をして遊び回っ

ているような状況というのは、地域なりその学校なりが、数年間の期間、指

導できていない結果ですよね。そういう捉え方をします。 

 学校の教員って、何て言ったらいいんでしょうかね、卒業しても子どもた

ちにしっかり目が向いているのが学校の教員ですし、それができていないん

だなと思いますね。もう少し、本当に子どものことを考えて、心底子どもの

面倒を見ていくというような姿勢を持たなきゃいけないんだろうなと思って

います。 

 いいですか、先へ進んで。 

 （了 承） 

近藤委員長  では、先へ進んでまいります。 
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 教育委員のほうから何かございますか。特に議題にするべきもの。 

中 川 委 員  議題ではないんですけど、少し伺いたい。この間、先生の勤務時間とかア

ンケートをなさいましたよね。そのアンケートはいいんですけど、こういう

ことをしてほしいとか、こうだったらいいのにとかという、そういう意見ま

ではお聞きになっていないですか。 

指 導 課 長  調査の趣旨としては、まずは状況を把握するというところでとどめさせて

いただきました。多分さまざまなところで、こうしてほしいだとかというよ

うなお声は上がってくるんだと思います。やはりそれは、これから学校を訪

れたときに、じかに管理職を中心として聞き取りができればいいのかなと思

っています。 

近藤委員長  よろしいですか。 

中 川 委 員  あと、１つ、この間すごくすばらしい映画を見たんです。「みんなの学

校」というのですけども、大阪のほうの小学校で、全校生徒約２２０人の学

校ですが、30人ぐらい支援の必要な子がいるんですけど、みんなが同じクラ

スで学んでいます。その学校がすごくすばらしくて、それを題材にしたドキ

ュメンタリー映画がありまして、そういうのをみんなに見てほしいなと思い

ました。 

近藤委員長  ご相談をしてみてください。 

 先へ進ませていただきます。 

 次は、先ほど非公開としました、人事案件が残るところですが、秘密会に

入る前に、教育委員会を一時中断したいと思います。 

 

― 休 憩 ― 


